
■第２章 九州圏の課題への対応の方向性

活力ある経済社会を目指す検討小委員会中間レポート（案）

論点３ ものづくり基盤の強化
・ものづくりを支える技術・技能の低下を防ぎ、ものづくり産業における製
品の付加価値や企業競争力を高める。

論点４ 観光資源等による魅力創出
・地域と地域、人と人など多層的な交流の拡大により、豊かな自然と都市の
魅力を生かした国際観光振興を図る。

論点６ 持続的な成長を牽引する都市圏の形成
・拠点性の高い都市圏が、それぞれの特長を生かして、経済、文化、学術・
研究、国際交流等の拠点を形成し、九州圏を牽引していく。

論点７ 多種多様な人材が集積する産業構造の形成
・若年層を中心とした人材の流出に歯止めをかけ、国際化や社会的サービス
に対応した多種多様な人材が活躍できる環境を形成する。

論点８ 農林水産業等の地域を支える産業の振興と安定的発展
・それぞれの地域が社会情勢の変化を柔軟に受け止め、地域特性を生かした
産業の振興や創出を図り、活力向上の好循環を生み出す。

論点１ 産業集積を活かした新たな産業展望
・牽引産業である自動車産業・半導体産業等の集積を核とした国際競争力の

強化やビジネス環境の整備により、産業振興を図る。

論点５ 東アジアの玄関口としての社会基盤の整備
・東アジアとの近接性を生かし、ゲートウェイとしての機能を高め、シーム
レスな国際旅客・物流機能を確保する。

論点２ 新産業を核とした産業振興
・東アジアにおける共通課題克服に貢献・協力可能な産業分野の推進を図り
ながら、次世代を担う新たな産業群を育成する。

■第３章 活力ある経済社会の実現に向けて

２．学術研究都市等の知的集積を核とした
産学官連携等による産業の高度化の推進

４．九州圏の未来を切り開く人材育成と
多様な活躍の場の創出

３．社会情勢の変化等に対応した
地域を支える産業の新たな展開

５．多様な交流・連携を推進する
ソフト・ハード基盤の整備・活用

（１）産業集積を活かした新たな産業展望

・絶え間ないイノベーションの促進や産業連関の拡大による

集積産業の継続的発展

・関連産業の連関促進による裾野拡大や、圏域内企業の参入

による新たな価値の創造

・物流基盤の整備による企業立地の促進

第１節 九州圏の特長を生かした産業振興と競争力の強化★論点整理

（２）新産業を核とした産業振興

・東アジアにおける環境循環圏の形成とその先進拠点として

の国際競争力強化

・優れた技術の蓄積や研究開発機能の強化による次世代産業

の育成

・教育・研究開発施設を核とした産学官連携や企業間連携の

促進による新技術・新産業の創出

（３）ものづくり基盤の強化

・企業と大学・公的研究機関との連携による技術の高度化、

製品等の高付加価値化の促進

・研修等による技能修得、恒例技術者の雇用延長等による若

年技術者の育成、高度技術・技能の継承

（４）地域を支える産業の振興と安定的発展

・地域ブランド化等による地域資源を活かした産業振興

・戦略的な観光振興による九州観光のブランド力強化

・少子高齢化の進行に対応した社会的サービス産業の展開

・産業、教育の連携による地域産業を担う人材の育成・確保

第２節 九州圏の産業振興を支える環境の構築

（１）持続的な成長を牽引する

都市圏の形成

・人材交流や企業活動の活性化、物資・

資金・情報等を惹きつける国際・交流

拠点としての都市圏の強化

・知識財産業・感性産業の育成による魅

力ある就業機会の創出

・教育・文化・情報等と知的人材の集積

の融合による多様な産業の創出

（２）多種多様な人材が集積する

産業構造の形成

・国際ビジネスを担う高度な人材育成と

留学生等の活用

・再就職を希望する若者や中高年等への

就業支援など多様な人材の雇用の促進

（３）産業振興を支える交流・連

携機能の充実・強化

・多地域・多経路・多頻度でシームレス

な交流・連携を実現する国際交流ネッ

トワークの形成

・複合一環輸送による物流の効率化と手

続きの迅速化等による物流の合理化

・情報通信基盤の整備による情報ネット

ワークの形成

■東アジアに近い九州圏

■第１章 九州圏における現状と課題

■九州圏の職種別就業者年齢構成比の比較（全産業平均）

出典）総務省
「国勢調査報告平成12年」
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地方中枢・中核都市
（人口が概ね100万人以上の都市）

凡 例

エコタウン事業の展開

地方中枢・中核都市
（人口が概ね30万人以上の都市）

半導体工場注２）
自動車部品生産工場注１）

自動車組立工場
自動車エンジン工場

食料産業クラスター

知的クラスター

■研究・教育機能を併
設する高度なものづ
くり拠点（マザー工場）
化を促進するための
インフラ等立地環境の
整備

■地場企業の参入を
促進するための既存
技術の自動車産業へ
の応用など開発研究
等にかかる支援

１．成長型、牽引型産業を核とした「産業アイランド」の推進等による競争力の強化

カーアイランド

ヒーリングアイランド

シリコンアイランド

エコアイランド

フードアイランド

次世代の牽引力として期待される産業群

バイオ関連産業

知識財産業

ロボット産業

主要完成車メーカーの集積

関連事業所の集積

凡 例
主要企業の集積

関連事業所の集積

アジアとの水平分業

凡 例

農業産出高とそのシェア

畜産

野菜・果実等

凡 例

国立公園

国定公園

温泉施設の分布

凡 例

♨

エコタウン

その他主要なエネルギー・

環境技術集積

関連産業の集積

凡 例

健康・医療、環境、資源、エネルギー、
食料等の多岐の分野への展開

情報、コンテンツ、設計、デザイン、
ファッション等の産業育成

次世代の生活、医療・介護等を担う
ロボットの実用化に向けた展開

第１節 九州圏の圏土構造の位置づけと特徴

第２節 九州圏を取巻く経済社会情勢の転換

第３節 九州圏をめぐる様々な課題

九州圏

■九州圏の産業集積

■東アジア等の経済発展
に連動した国際競争力
の強化

・生産性向上、高付加価値
化を一層推進するための
産業立地環境の形成
・新産業等の創出する技術
研究開発、国際交流等に
取組む環境の形成

■人口減少下における地
域の自立的発展と九州
圏の活力の強化

・農林水産資源、自然資源、
文化資源、観光資源など
の地域資源の発掘、再評
価による産業の振興や新
産業の創出

■産業振興を支える交流
・連携の推進

・文化・教育・研究、共通課
題等にかかる多様な国際
交流・協力の推進
・ゲートウェイ機能の充実に
向けた国際交流・物流拠
点の整備
・ＩＣＴを活用した情報発信
機能の強化

■付加価値の高い設
計・開発拠点の構築

■新たな技術革新等を
生み出す知的・産業
クラスターの形成

■新需要の創造や新
分野への展開を図る
ための他分野にわた
る関連産業との連携
の促進

■特産品による地域
ブランド化の推進

■バイオテクノロジー
の活用等による産
品・商品の高付加価
値化

■消費者に信頼され
る安全・安心な農林
水産物の提供

■事業の多角化等に
よる農商工連携の
促進

■食料産業クラスター
の形成

■豊かな自然環境や
歴史的・文化的資源
と九州特有の食文化
とを織り交ぜた「癒し」
や「健康」をテーマと
した魅力の発信

■人材の育成や圏域
内連携を図る組織の
整備等取組を実践す
る環境の形成

■エコタウン事業、産
業クラスターを中心と
した環境・リサイクル
先進拠点の形成

■九州圏で蓄積された
技術・ノウハウ等によ
る研修・技術指導、研
究開発体制の整備

■代替エネルギー、新
エネルギーの研究開
発環境の整備

■広域的な静脈物流
ネットワークの形成

自動車産業の集積と内発的産業化 半導体産業の集積と国際競争力の強化 食料基地としての発展と豊かな食文化の形成

自然環境や地域資源等の活用による
癒しの観光空間の形成

環境・省エネルギー技術等の集積拠点の形成
と広域的な静脈物流の推進

・学術研究都市や大学、研究・技術開発拠点を核とした産学官連携

等により、絶え間ないイノベーションを促進することで、新産業

の創出、技術の高度化、製品等の高付加価値化を推進する。

・人口減少、高齢化の進行、公共投資の減少といった社会情勢の変

化に柔軟に対応しつつ、豊かな地域資源や歴史文化等を最大限に

活用し、地域を支える産業の新たな展開を図る。

・国際化や医療・福祉等の新たなニーズに対応した、次世代を切り

開くための多様な人材育成と裾野の広い活躍の場を創出する環境

を形成する。

・東アジア、国内・圏域内における交流・連携を推進するための循

環型高速交通体系、高速情報通信基盤、スピーディかつシームレ

スな物流ネットワークの充実を図る。

効率的な農林業経営

法人経営

集落営農

高
付
加
価
値
化

建設業の
経営基盤強化

他分野への
進出・転換等

ＮＰＯ等が担う
新しい産業振興支援

情報通信網

東アジア

資料２－２

次世代を担う創造的で多様な人材の育成 多様な人材が九州圏で定着する活躍の場の創出

教育機関の強化

人材の育成・確保 担い手の育成・確保

活躍の場の創出

人的ネットワーク 雇用機会の創出

伝統産業

地域産業

技術の伝承等

ファッション

コンテンツ等

多様な人材の定着

集積

グローバル
化に対応

少子高齢化
に対応

地域への
愛着を醸成

消費ニーズの

変化に対応

質の高いサービス提供

語学能力

経営マネジメント等

国際ビジネスを担う人材

新産業創出環境形成

研究者と事業化

企業のマッチング

幅広い人材雇用

情報基盤の活用等

知的機会の充実連携

多様な
活躍

競争力の
強化

知的機会
の充実

物流拠点

知的ネットワーク
企業

企業
企業

企業

企業

企業

企業

企業

大学
研究機関

研究機関

知的ネットワークの形成

共同研究体制の構築
（コンソーシアム）

各地域に存在する大学等
の技術シーズや知見を活
用し、地域における産学
官の強固な結びつきを構
築。

産学官連携拠点の知的交
流・融合による新たな科学技
術の創造や指導者養成等を
推進。

イノベーションの創出

企業

交流物流拠点 ネットワークの形成

情報通信基盤

交通基盤

交通基盤の整備等

イノベーション
促進

循環型高速交通体系

高速情報通信基盤の充実

情報通信ネットワークの形成

携帯電話の不感地域
ブロードバンド未提供地域

地理的情報格差の是正

シームレスな物流
他地域・多経路・多頻度

交通ネットワーク
の形成

国際的な交流
の推進

機能強化
路線網の充実

日常的な情報発信
ビジネス環境の形成

国際交流組織等を通じた
交流・連携

連携

農商工の連携

農 商

工

コミュニティビジネス

建設業


